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神田 萌夏

差出人: 地域連携課 共有 <hkd-as-chiikirenkei@ki.mlit.go.jp>
送信日時: 2024年7月8日月曜日 13:35
件名: 【旭川開発建設部】 道北地域づくりワークショップ通信 ＜第１号＞
添付ファイル: 第9期北海道総合開発計画広報イベント企画案（ともに考えませんか道北地域の未来）_

240705V.pdf; ９期_地域づくりワークショップ案内パネル_240708v.pdf

////////////////////////////////////////////////////
道北地域づくりワークショップ通信 ＜第１号＞
～ともに創ろう！ HOT&COOL DOHOKU～
////////////////////////////// /////////////////////
（本メールは、これまでに名刺交換させて頂いた方に BCC 送信しています。

差し支えなければ、関係者に転送など頂けますと大変ありがたく存じます。）

日頃より大変お世話になっております。
旭川開発建設部では、第９期北海道総合開発計画に描かれた未来に向けて、道北を
より一層盛り上げる
ための活動をスタートしています。

このたび、地域の皆様と共に、さらに道北を盛り上げたい！との思いから、私た
ちの活動を紹介する
『道北地域づくりワークショップ通信』を配信することとしました。

また、サブタイトルを ～ともに創ろう！HOT＆COOL DOHOKU～
として進めていくこととしました！
道北の大きな可能性を、皆様と“共に創造していきたいという思いを込めていま

す！

そして、夏突入！
●ステップ１ いよいよ始動、各地域のイベントに出て行きます！

各地域のイベントで第９期北海道総合開発計画のパネル展示を行い、別添のチラ
シを配布します！

来場者から「地域のめざす姿」や「やりたいこと」等 地域づくりのためのご意
見やアイデアを募集します！

QR コード（以下 URL）には既にアイデア募集のフォームを開設し、試行運用して
いますので、
是非ともご意見をお願い致します。

※皆様にお配りしたカードサイズのチラシにも QR コードがあります。
※ご意見投稿先 URL→ https://forms.office.com/r/SpSrHU1ZWK

添付のチラシを多くの方にご覧頂けますよう、配布のご協力をお願い申し上げま
す。
不明な点等がありましたら、このメールや旭川開発建設部地域連携課にご連絡くだ
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さい。

そして、夏のイベントに続く秋以降は、
●ステップ２ １０月～１２月に道北地域づくりワークショップを開催
皆様から頂いたご意見やアイデアを題材に SWOT 分析を用いたワークショップを開催
し、
アクションプランを策定します。
テーマは食、観光、脱炭素、くらし、交通・物流、安全安心等、６テーマ程度を予
定しています。

●ステップ 3 来年１月～３月
ワークショップで作成したビジョンをもとに道北の未来に向けた夢を語るシンポ

ジウムを
開催します。

●ステップ４ 来年度以降、ビジョンに基づく各プロジェクトが始動！
ビジョンで描かれた大小様々なプロジェクトについて、多様な主体が総力を結集

し、
分野の垣根を越えた連携による共創チームにより、新しい価値を生み出す取組を進
めていきましょう！

なお、これまで各方面に説明している資料を参考として添付しています。

これから道北の短い熱い夏が始まります。
Hot & Cool DOHOKU！
私たちは、道北の魅力向上のため皆様と共に頑張ります！
ご協力のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

道北地域づくりワーク
ショップ通信 編集長

（事務局 旭川開発建
設部 地域連携課）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ともに考えませんか？
道北地域の未来

北海道開発局旭川開発建設部

＜20240719 ver.＞

～ みんなで創ろう！HOT＆COOL DOHOKU ～



第９期北海道総合開発計画の目標達成に向けて

○第９期北海道総合開発計画

目標１我が国の豊かな暮らしを支える北海道

～食料安全保障、観光立国、ゼロカーボン北海道

目標２北海道の価値を生み出す北海道型地域構造

～生産空間の維持・発展と強靱な国土づくり

○９期計画では「北海道の価値を高めるとともに、地域が直面する様々な課題の解決

を図るためには、多様な主体が総力を結集し、分野を越えた連携と共創により、新し

い価値を生み出す取組を進めていくことが重要。」とされている。

〇旭川開発建設部では、計画の目標達成に向けて、食・観光・脱炭素化などをテーマ

に①広報イベントによる9期計画の周知を図るとともに、②地域課題解決・価値創造

に向けた「共創チーム」を設置・推進し、③共創チームの活動を地域づくり推進ビ

ジョンに反映する取り組みを展開する。

広報イベント
にて計画の周知

共創チーム
設置・推進

ビジョン
への反映



道北（上川管内）の現状考察① 北海道型地域構造

■生産空間
主として農業、漁業に係る生産を支え、
観光資源を提供する空間

■地方部の市街地
一定程度の生活サービス機能を
提供する地域

■圏域中心都市

医療、教育・文化、商業等の都市機能・
生活機能を提供

上川管内は、北海道第２の都市である旭川市を拠点とした道北圏域、北は名寄市や
士別市、南は富良野市などを拠点とした中規模の圏域、さらに地方部の市街地や生
産空間が重層的に形成されている。
このような圏域は管外へも広がりをもち「北海道の価値を生み出す北海道型地域構

造」となり、食料安全保障や観光立国、ゼロカーボンなど「我が国の豊かな暮らし
を支える北海道」を形成していると考えられる。

名寄市

富良野市

広がり

広がり

旭川市

広がり



道北（上川管内）の現状考察② 既存の価値・強み

②全国屈指の観光資源と
魅力的なアクティビティ

③ゼロカーボンに向けた取り組み①豊富な農産品と個性的な食文化

士別サフォーク ゆめぴりか

幌加内そば 富良野オムカレー

美瑛青い池 富良野ラベンダー

旭岳

サイクルツーリズム

①豊富な農産品と個性的な食文化

森林面積が全道一の上川では、大規模
な製紙工場や地域の公共施設等におい
て、木質バイオマスを主燃料とするボ
イラーの導入が進んでいることから、
木質バイオマスの利用量は、全道の
２１％（平成２９年度）に及んでいる。

①豊富な農産品と個性的な食文化、②全国屈指の観光資源と魅力的なアクティビ
ティ、③ゼロカーボンの導入潜在力など豊富で魅力的な地域資源が存在しているが、
十分に活かしきれているとはいいがたい。道北の価値を更に高めるには、これらの
地域資源を最大限に活かす必要がある。

グリーンアスパラかぼちゃ

カヌー（天塩川）

樹氷（ピヤシリ山） 一の橋バイオビレッジ

カーボンオフセット（南富良野）小水力発電（当永発電所）

森林資源（下川）



道北（上川管内）の現状考察③ 担い手不足

○人口減少・少子高齢化の急速な進行により、除雪や医療、福祉、物流などに関わる
エッセンシャルワーカーの担い手が不足し、大小拠点の活力低下が懸念されている。

○新しい人材を呼び込むためには「道北に住みたい」「エッセンシャルワーカーが輝
いている」と思わせるような魅力的な地域にすることが重要

・道北の強みである食・観光・脱炭素（森林資源）を活かし、
・官民協働・連携を進めながら、
・道北を魅力的な地域にする取組み・仕掛けが必要

考察
結果



考察結果を踏まえた官民連携イベント
「みんなで創ろう！HOT＆COOL DOHOKU」

STEP ０
関係者へ協力依頼
（準備期間）

STEP １
パネル展示

（計画周知・意見徴収）

STEP ２
ワークショップ

（何ができるか？）

STEP ３
シンポジウム

(アイデア発表）

広
報
イ
ベ
ン
ト

ビ
ジ
ョ
ン
改
定

①上川総合振興局、管内
全市町村に、STEP１，２，
３の各段階での協力を依
頼。

②地域づくりキープレイ
ヤー等へ①と同様の依頼

①各地のイベントに9期計
画の宣伝パネルブースを設
置すると共に、来場者から
「地域のめざす姿」「やり
たいこと」等の地域づくり
の種を徴収する。

②旭建HPに投稿サイトを
設置し、スマホからの投稿
を促す。

①商工会や農協の青年部、
観光協会等のプレイヤー
に声かけし、STEP１で
徴収した「種」を題材に
してSWOT分析を用いた
WS（食、観光、脱炭素、
くらし、交通・物流、安
全安心等.6テーマ）を開
催。具体的な解決策・取
組み方、マッチング等に
ついて検討する。
②複数会場で開催し、
Web併用も検討。

①STEP２のWSチームから、
動き出しそうなテーマ２～
３の代表者に登壇していた
だき、今後の取組内容等を
発表してもらう。
②9期計画に造詣の深い有識
者に登壇いただき、取組の
方向性についてご助言いた
だく。

③将来的には、ここで登壇
したWSチームを中核として
「地域共創チーム」を組織

《ビジョン改訂の想定スケジュール》

北
海
道
総
合
計
画
決
定

3月

北
海
道
総
合
開
発
計
画

閣
議
決
定

７月

連
携
会
議

ビ
ジ
ョ
ン
素
案
を
提
示

８月 11月

連
携
会
議

ビ
ジ
ョ
ン
合
意

１月
ビ
ジ
ョ
ン
報
道
発
表

ビジョンに反映

１月

連
携
会
議

書
面
開
催

ビ
ジ
ョ
ン
に
共
創
チ
ー
ム

の
活
動
を
付
記

ワークショップの結果を道北地域づくり推進ビジョンへ反映



ワークショップの結果をビジョンへ反映①

好影響 悪影響

内
部
環
境

強み・好きなと
ころ
(Strengths)

・地域資源を生か
した一次産業

・豊かな自然環境
・全国屈指の観光
資源

・再生可能エネル
ギー導入の取組

弱み・苦手なとこ
ろ
(Weaknesses)

・人口減少による
後継者、担い手
不足

・観光地の広域的
な分散

・高規格道路等の
ミッシングリンク

・地域間の医療格差

外
部
環
境

機会・チャンス
(Opportunity)

・スマート農業の
推進

・インバウンドを
含めた観光客の
増加

・送電網整備実証
事業

・隣接地域との交
流

脅威・ピンチ
(Threat)

・JRの減便、廃駅
・激甚化、頻発化
する大規模な自然
災害

・地球温暖化の進展

第1回ワークショップでは、食、観光、脱
炭素、くらし、交通・物流、安全安心等
６テーマを念頭にSWOT分析を実施。道
北のおかれている環境条件を明確にする。

ワークショップ結果を「地域づくり推進ビジョン」
の地域の現状・課題に反映



ワークショップの結果をビジョンへ反映②

強み・好きな
ところ

弱み・苦手なと
ころ

・地域資源を生
かした一次産業
・豊かな自然環
境
・全国屈指の観
光資源
・再生可能エネ
ルギー導入の取
組

・人口減少による
後継者、担い手不
足
・観光地の広域的
な分散
・高規格道路等の
ミッシングリンク
・地域間の医療格
差

機
会
・チ
ャ
ン
ス

・スマート農
業の推進
・インバウン
ドを含めた観
光客の増加
・送電網整備
実証事業
・隣接地域と
の交流

活用/積極戦略

・農林水産業の
生産基盤強化、
安定供給
・外国人観光客
の受入体制の整
備、促進

改善/転換戦略

・多様な担い手、
人材が活躍できる
環境づくり
・地域資源を生か
した広域観光の推
進

脅
威
・ピ
ン
チ

・JRの減便、
廃駅
・激甚化、頻
発化する大規
模な自然災害
・地球温暖化
の進展

解消/多角化戦
略

・再生可能エネ
ルギーの拡大、
普及
・自然環境や食
を生かした通年、
滞在型観光地づ
くり

回避/縮小･撤退戦
略

・交通ネットワー
クの維持、確保及
び充実
・災害に強いイン
フラ整備

第2回ワークショップで第1回の時に出た地域の
現状をもとにクロスSWOT分析を活用し、施策

の方向性を4パターンに分けて考える。

ワークショップ結果を「地域づくり推進ビジョン」
の「地域のめざす姿」に反映。



ワークショップの結果をビジョンへ反映③

ワークショップ結果を「地域づくり推進ビジョン」
の地域重点プロジェクトに反映

第3回ワークショップで「地域のめざす姿」の実現
に向けたアクションプランを作成！

アクションプラン（イメージ）



参考：上川管内各地のイベント

ビジョンに反映

実施市町村 実施予定月日 行 事 名 開催場所 内 容

東川町
7月11日（木）～
7月22日（月）

公共施設内の展示 せんとぴゅあ内
町内外から一定入込が見込まれる施設内において、1週間程
度展示を行う。

旭川市 7月7日（日） かわまちフェス
旭川駅南口
（北彩都ガーデン）

音楽ステージ、飲食販売、水辺で乾杯

中川町 7月7日(日)
第10回天塩川de水切
り北海道大会

中川町字佐久天塩川
中川町の中央を流れる大河「北海道遺産」天塩川。昔ながら
の遊び”水切り”の回数を競います。入賞者には賞金や地域の
特産品詰め合わせが当たります。

上富良野町 ７月22日（月）～公共施設内の展示 日の出公園展望台２階
町内外から一定入込が見込まれる施設内において、数日程度
展示を行う。

美深町
7月26日（金）～

7月27日（土)
第38回美深ふるさと
夏まつり

美深町民体育館横イベ
ント広場

美深の真夏の一大イベント「ふるさと夏まつり」。1日目夜
には、地域の大人や子どもたちが毎年手づくりする大迫力の
あんどんが街中をパレードします。2日目は、昼間に青空発
表会や子ども相撲大会、子どもから大人まで楽しめる各種催
しもの、夜にはビールパーティー、ヨサコイ演舞、バンド演
奏、豪華景品が当たる大抽選会が行われます。

南富良野町 7月27日(土)
第53回かなやま湖湖
水まつり

かなやま湖畔キャンプ
場

かなやま湖畔キャンプ場を会場に、キッチンカーや町内の飲
食出店、アウトドア体験や金山ダム見学会のほか、歌謡
ショーなどのイベントが盛りだくさん。夜には、大花火大会
が開かれ、湖を横断する全長７００ｍのナイアガラをはじめ、
３０００発の花火が湖畔を彩ります。

和寒町 7月28日（日）
第19回どんとこい！
わっさむ夏まつり

ふれあいのもり

子どもたちに大人気のカブト虫王国ではカブト虫一本釣りや
カブト虫くじの抽選会などが行われる他、移動動物園、ス
テージショー、屋台などがあり、ご家族・ご友人と一日中お
楽しみいただけますので、是非お越しください。

東神楽町 8月4日(日)                       
第52回ひがしかぐら
花まつり

義経公園
大人気の歌謡ステージや花火とレーザーショーを今年も開催
を予定しています。



参考：上川管内各地のイベント

ビジョンに反映

実施市町村 実施予定月日 行 事 名 開催場所 内 容

当麻町 8月4日（日） とうま蟠龍まつり
公民館まとまーる前特
設会場予定

ダンスパフォーマンスなどの各種ステージイベント、露店や
大人気の「子ども縁日」など、当麻で最も熱い１日となりま
す。また、郷土芸能である「蟠龍太鼓」や「龍踊り」のス
テージは迫力満点で必見です！

剣淵町 8月4日（日）
けんぶち桜岡湖水まつ
り

桜岡公園

人気のキャラクターショーや剣淵屯田太鼓、チアリーディン
グなどのステージイベントが行われます。会場周辺を多くの
グルメテントが囲み、多くの人で賑わいます。締めの花火が
湖面に映る姿は壮観です。

鷹栖町 8月11日（金）
パレットヒルズ夏まつ
り

パレットヒルズ
鷹栖町17線8号

自然いっぱいのパレットヒルズで夏を楽しみませんか？飲食
物の販売も予定しています。

愛別町 8月14日（水）
第３１回あいべつ夏ま
つり

ふれあい通り及び
蔵ら裏イベント広場

子ども縁日・カラオケバトルなど、子どもも大人も楽しめる
イベントが盛りだくさん。夜には仮装盆踊りや花火大会など
も開催されます。その他露店やステージイベントなどもあり、
毎年多くの人でにぎわいます。ぜひお越しください。

音威子府村 8月17日（土）
森と匠の村ふるさと納
涼まつり

音威子府村公民館前特
設会場

今年は待望の”仮装盆踊り”も復活し、 ”ダンス ”や ”ゲーム
大会”をはじめとしたステージイベントや”花火”、”大抽選会”
を多くの村民の皆さんにお楽しみいただければ幸いです。

※調整済みのものを記載。今後も順次追加



道北地域づくりワークショップ開催！
～みんなで創ろう！

HOT＆COOL DOHOKU～

○１０月～１２月で、２～３回を予定
○３会場（名寄・士別、旭川、富良野）で
開催予定

①道北地域が持つ「強み」、「弱み」

②道北地域の「めざす姿」や、地域で「やりたいこと」、

「こうなってほしい」と思うこと

など、あなたの意見・想いを教えてください。

※いただいた意見はワークショップにて活用する予定です。

ご意見はこちらから
投稿ください↓

ワークショップのための
アイデアを募集しま

https://forms.office.com/r/SpSrHU1ZWK

主催 北海道開発局 旭川開発建設部
ホームページ：https://www.hkd.mlit.go.jp/as/
問合せ先：地域連携課(0166-32-3079)

開催時期・場所等

※詳細決定後、旭川開発建設部HP等で公表します

「地域づくり推進ビジョン」にあなたのアイデアを！

第９期北海道総合開発計画では分野を超えた連携・協働による“共創”が重

要とされています。そこで、道北の未来に向けたアイデアを出し合うワーク

ショップを開催して、ビジョンに反映させたいと思います。

共に『HOTでCOOLな道北』を創りませんか？

※「地域づくり推進ビジョン」とは、国の「北海道総合開発計画」と北海道の「北海道総合計画」に基づく施策の展開を図るための地域版です。
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ワークショップのための
アイデアを募集しま

←ご意見はこちら
もしくは下に書き込
みください。

好影響 悪影響

内
部
環
境

強み・好きなところ
（Strengths）

・広大な森林など地域資源を生かした一次産業
・大雪山など豊かな自然環境
・青い池やラベンダーなど全国屈指の観光資源
・木質バイオマスなどの再生可能エネルギー資源
・
・

弱み・苦手なところ
（Weaknesses）

・人口減少による後継者、担い手不足
・観光地が広域的に分散
・高規格道路等のミッシングリンク
・地域間の医療格差
・
・

外
部
環
境

機会・チャンス
（Opportunities）

・ロボットやICTを活用したスマート農業の推進
・インバウンドを含めた観光客の増加
・北海道の再エネ電力を首都圏に送る北海道本州間連
系設備(日本海ルート)の整備計画が進展
・
・

脅威・ピンチ
（Threats）

・JRの減便、廃駅
・激甚化、頻発化する大規模な自然災害
・地球温暖化の進展
・
・

①道北地域が持つ「強み」、「弱み」などについて、あなたの意見を
お聞かせください。

②道北地域の「めざす姿」や、地域で「やりたいこと」、「こうなって
ほしい」など、あなたの想いを教えてください。
・道北をアドベンチャートラベルの聖地に！
・旭川から稚内までを繋ぐ「きた北海道サイクルルート」をナショナルサイクルルートに選定
・学びもできる観光地！青い池から十勝岳火山情報センターを繋げ、防災意義を伝えるジオツアーを実現
・道北の「モノ」を全国・世界へ！物流の中継拠点の創出と持続可能な物流システムを構築し、物流の停滞を防ぐ
・
・

ワークショップでは、道北地域の「食、観光、脱炭素、くらし、交通・物流、安心・安全等」をテー

マに、地域が『めざすべき姿』を『共創』の力で実現させるためのアイディアを出し合い、『アク

ションプラン』として取りまとめ、ビジョンに反映します。

※いただいた意見は、旭川開発建設部ＨＰ等で公表し、ワークショップにて活用する予定です。

https://forms.office.com/r/SpSrHU1ZWK
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